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(57)【要約】
【課題】支持剛性を高め、水平偏波を受信する状態で、
積雪地帯などにおいてアンテナが傾くのを抑制する。
【解決手段】マスト取付金具１３に対してアンテナ補助
アーム１５を挟んでアンテナ取付補助金具１を設ける。
アンテナ取付補助金具１は、断面Ｌ字形状の本体部１Ａ
と、この本体部１Ａの長手方向の両側に設けられ第１の
部材１８（マスト取付金具１３）に着脱可能に係止され
る断面逆Ｕ字形状の係止部１Ｂとを有する。この本体部
１Ａには、各係止部１Ｂに対応する位置に、水平偏波受
信と垂直偏波受信とを切り替えるための長孔１Ａａが形
成されている。この長孔１Ａａを利用して、マスト取付
金具１３に取付ボルト２１を用いてアンテナ取付補助金
具１がねじ止めされている。この取付ボルト２１は、マ
スト取付金具１３をアンテナ補助アーム１５に取り付け
るためのボルトでもある。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナ素子が設けられたアンテナアームにアンテナ補助アームが取り付けられ、この
アンテナ補助アームが、マストにマスト取付具を介して、前記アンテナ素子が垂直偏波あ
るいは水平偏波を受信可能に取り付けられるアンテナ補助アームの取付構造であって、
　前記マスト取付具に対してアンテナ補助アームを挟んでアンテナ取付補助具が設けられ
、
　前記アンテナ取付補助具は、前記マスト取付具に取付ボルトを用いてねじ止めされると
共に、前記マスト取付具に連結されている部分を有することを特徴とするアンテナ補助ア
ームの取付構造。
【請求項２】
　前記取付ボルトは、前記マスト取付具に前記アンテナ補助アームを取り付けるためのボ
ルトであることを特徴とする請求項１記載のアンテナ補助アームの取付構造。
【請求項３】
　前記マスト取付具は、第１の部材と、前記第１の部材との間に前記マストを挟む第２の
部材と、前記第１の部材と第２の部材とを前記マストを挟んだ状態で結合するＵボルトと
を備え、
　前記アンテナ取付補助具は、前記取付ボルトが挿通される長孔を有する本体部と、前記
本体部に対し前記長孔が延びる方向に突出し前記第１の部材に係脱可能に係止される係止
部とを備えることを特徴とする請求項１または２記載のアンテナ補助アームの取付構造。
【請求項４】
　前記第１の部材は、前記Ｕボルトが取り付けられる中央部と、この中央部の両側に連接
され前記アンテナの向きを変更するための長孔が形成されている側部とを有し、
　前記係止部は、前記側部の端縁部に係脱可能に係止されるようになっていることを特徴
とする請求項３記載のアンテナ補助アームの取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アンテナ補助アームの取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、テレビ受信などのために、屋外に設置されるアンテナをマスト（支柱）に取
り付けるに際し、受信地域において、垂直偏波あるいは水平偏波のいずれを受信するかに
よって、前記マストに対するアンテナの向きを決定できるようにしたものは知られている
（例えば、特許文献１，２参照）。
【０００３】
　そのようなものとして、例えば図７（ａ）（ｂ）及び図８に示すように、ＵＨＦテレビ
受信用アンテナ１１は、垂直方向に延びる支柱となるパイプ状のマスト１２に対し、マス
ト取付金具１３を介して取り付けられている。アンテナ１１のアンテナアーム１４（アン
テナ素子１４Ａ）には、幅広Ｕ字形状のアンテナ補助アーム１５の各端部が取付具１６を
介して取り付けられ、このアンテナ補助アーム１５がマスト取付金具１３を介してマスト
１２に取り付けられる。
【０００４】
　マスト取付金具１３は、図９～図１１に示すように、Ｕボルト１７の中央部１７ａが取
り付けられる第１の部材１８と、Ｕボルト１７の先端ねじ部１７ｂが挿通され第１の部材
１８との間にマスト１２を挟む第２の部材１９とを有し、第２の部材１９の長孔１９ａお
よび長孔状の切り欠き１９ｂを挿通した先端ねじ部１７ｂに蝶ねじ２０が螺合されること
で固定されるようになっている。
【０００５】
　第１の部材１８は、マスト１２の外周面に対応する第１の凹部１８Ａａを有する中央部
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１８Ａと、その中央部１８Ａの両側に連接されアンテナ補助アーム１５の外周面に対応す
る第２の凹部１８Ｂａを有する側部１８Ｂとを備える。第２の凹部１８Ｂａが延びる方向
は、第１の凹部１８Ａａが延びる方向に直交する方向であり、両側部１８Ｂ，１８Ｂに、
第１の凹部１８Ａａが延びる方向に長い長孔１８Ｂｂが形成されている。なお、中央部１
８Ａと側部１８Ｂとの間に、Ｕボルト１７の中央部１７ａが挿通される開孔１８Ｃが形成
されている。
【０００６】
　第１の部材１８の長孔１８Ｂｂと、アンテナ補助アーム１５の、直径方向の貫通孔（図
示せず）とに挿通される取付ボルト２１の先端ねじ部２１ａに蝶ねじ２２を適用すること
で、第１の部材１８に対しアンテナ１１が所定の向きに取り付けられる。取付ボルト２１
の、長孔１８Ｂｂでの位置を調整することで、アンテナ１１の向きがほぼ９０度変化した
状態で取り付けることができる。つまり、長孔１８Ｂｂの下側に取付ボルト２１の頭部を
２１ｂ位置させる水平偏波受信状態（図７（ａ）（ｂ）参照）と、長孔１８Ｂｂの上側に
取付ボルト２１の頭部２１ｂを位置させる垂直偏波受信状態（図１２（ａ）（ｂ）参照）
との切り替えを行うことができる。
【特許文献１】実開平２－９２２１１号公報
【特許文献１】実開平２－９２２１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前述したようなマスト１２に取り付けられる第１の部材１８（マスト取付金具１３）に
、１対の取付ボルト２１を介して、アンテナ１１（アンテナ補助アーム１５）が取り付け
られているので、水平偏波を受信するようにアンテナ１１が取り付けられている場合には
、図７（ａ）（ｂ）及び図８に示すような状態となる。そのため、設置される場所が、例
えば雪の多い積雪地帯などであると、アンテナ１１（アンテナ素子１４Ａなど）上に雪が
積もり、その積雪荷重が取付ボルト２１に毎年繰り返し作用するようになる。そのため、
そのような積雪荷重を原因として、取付ボルト２１が徐々に曲がり、最終的にアンテナ１
１が大きく傾き、受信機能を損なってしまうおそれがある。特に、設置場所において、そ
のように曲げる方向の風が強くなると、その傾向が大きい。
【０００８】
　そこで、本発明は、マスト取付具に対してアンテナ補助アームを挟んでアンテナ取付補
助具を設けることで、アンテナ補助アームの支持剛性を高め、とくに水平偏波を受信する
状態で、積雪地帯などにおいてアンテナが傾くのを抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１の発明は、アンテナ素子が設けられたアンテナアームにアンテナ補助アームが
取り付けられ、このアンテナ補助アームが、マストにマスト取付具を介して、前記アンテ
ナ素子が垂直偏波あるいは水平偏波を受信可能に取り付けられるアンテナ補助アームの取
付構造であって、前記マスト取付具に対してアンテナ補助アームを挟んでアンテナ取付補
助具が設けられ、前記アンテナ取付補助具は、前記マスト取付具に取付ボルトを用いてね
じ止めされると共に、前記マスト取付具に連結されている部分を有することを特徴とする
。ここで、「連結されている部分」とは、マスト取付具に係止されている部分などの、ア
ンテナ取付補助具からマスト取付具への荷重伝達が可能とされる部分を意味する。
【００１０】
　このようにすれば、マスト取付具に対してアンテナ補助アームを挟んでアンテナ取付補
助具が設けられ、前記アンテナ取付補助具は、前記マスト取付具に取付ボルトを用いてね
じ止めされると共に、前記マスト取付具に連結されている部分を有するので、アンテナ補
助アームの支持剛性が高められ、アンテナが大きく傾くのが抑制され、アンテナの傾きに
よって受信機能が損なわれないようにすることができる。
【００１１】
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　請求項２に記載のように、前記取付ボルトは、前記マスト取付具を前記アンテナ補助ア
ームに取り付けるためのボルトであることが望ましい。
【００１２】
　このようにすれば、アンテナ取付補助具を、マスト取付具にねじ止めするための取付ボ
ルトとして、前記マスト取付具を前記アンテナ補助アームに取り付けるためのボルトを用
いているので、ボルトの共用化が図れ、新たにボルトを設ける必要がない。
【００１３】
　請求項３に記載のように、前記マスト取付具は、第１の部材と、前記第１の部材との間
に前記マストを挟む第２の部材と、前記第１の部材と第２の部材とを前記マストを挟んだ
状態で結合するＵボルトとを備え、前記アンテナ取付補助具は、前記取付ボルトが挿通さ
れる長孔を有する本体部と、前記本体部に対し前記長孔が延びる方向に突出し前記第１の
部材に係脱可能に係止される係止部とを備える構成とすることができる。
【００１４】
　このようにすれば、係止部を備えるアンテナ取付補助具を設け、このアンテナ取付補助
具の係止部を第１の部材に係脱可能に係止するだけで、アンテナに作用する荷重の一部を
マスト取付具に負担させることができる。
【００１５】
　請求項４に記載のように、前記第１の部材は、前記Ｕボルトが取り付けられる中央部と
、この中央部の両側に連接され前記アンテナの向きを変更するための長孔が形成されてい
る側部とを有し、前記係止部は、前記側部の端縁部に係脱可能に係止されるようになって
いることが望ましい。
【００１６】
　このようにすれば、係止部は、前記側部の端縁部に係脱可能に係止されるようにしてい
るので、構造を複雑にすることなく、前述したようなにアンテナが傾くのが抑制される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、上記のように、マスト取付具に対してアンテナ補助アームを挟んでアンテナ
取付補助具を設け、前記アンテナ取付補助具は、前記マスト取付具にボルトを用いてねじ
止めすると共に、前記マスト取付具に連結されている部分を有するようにしているので、
支持剛性を高め、積雪荷重などを原因としてアンテナが傾くのを抑制することができ、ア
ンテナの受信機能を長期に亘って維持することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態を図面に沿って説明する。
【００１９】
　図１（ａ）は本発明に係るアンテナ補助アームの取付構造の一実施の形態を示す斜視図
、図１（ｂ）は要部断面図、図１（ｃ）は垂直偏波受信状態にあるときの図１（ｂ）と同
様の図、図２は図１（ａ）の要部拡大図、図３（ａ）はアンテナ取付補助金具を示す正面
図、図３（ｂ）は同側面図、図３（ｃ）は図３（ｂ）のＡ方向矢視図、図３（ｄ）は図３
（ｂ）のＢ方向矢視図である。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、マスト取付金具１３の第１の部材１８に対してパイプ状の
アンテナ補助アーム１５を挟んでアンテナ取付補助金具１が設けられている。このアンテ
ナ取付補助金具１を設けた点が、本発明の特徴点である。
【００２１】
　このアンテナ取付補助金具１は、断面Ｌ字形状の本体部１Ａと、この本体部１Ａの長手
方向の両側に設けられ第１の部材１８（マスト取付金具１３）に着脱可能に係止される断
面逆Ｕ字形状の係止部１Ｂとを有する。この本体部１Ａには、各係止部１Ｂに対応する位
置に、長孔１Ａａが形成されている。また、この長孔１Ａａは、第１の部材１８（マスト
取付具１３）の長孔１８Ｂｂと、アンテナ補助アーム１５を挟んで対向する位置関係にあ
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り、長孔１８Ｂｂの下側に取付ボルト２１の頭部２１ｂが位置する水平偏波受信状態では
先端ねじ部２１ａや蝶ねじ２２や長孔１Ａａの上側に位置し（図１（ｂ）参照）、長孔１
８Ｂｂの上側に取付ボルト２１の頭部２１ｂが位置する垂直偏波受信状態では先端ねじ部
２１ａや蝶ねじ２２や長孔１Ａａの下側に位置する（図１（ｃ）参照）。
【００２２】
　この長孔１Ａａを利用して、マスト取付金具１３に取付ボルト２１を用いてアンテナ取
付補助金具１がねじ止めされている。この取付ボルト２１は、マスト取付金具１３（第１
の部材１８）にアンテナ補助アーム１５を取り付けるためのボルトでもあり、ボルトの共
用化が図られている。
【００２３】
　前述したように、マスト取付金具１３は、Ｕボルト１７が取り付けられる第１の部材１
８と、Ｕボルト１７のねじ部１７ａが挿通され第１の部材１８との間にマスト１２を挟む
第２の部材１９とを有するものである。この第１の部材１８は、Ｕボルト１７が取り付け
られる中央部１８Ａと、この中央部１８Ａの両側に連接されアンテナ１１の向きを変更す
るための長孔１８Ｂｂが形成されている２つの側部１８Ｂ，１８Ｂとを有する。
【００２４】
　アンテナ取付補助金具１は、取付ボルト２１が挿通される長孔１Ａａを有する断面Ｌ字
形状の本体部１Ａと、この本体部１Ａに対し長孔１Ａａが延びる方向に突出し第１の部材
１８に係脱可能に係止される係止部１Ｂとを備える。この係止部１Ｂは、側部１８Ｂの端
縁部１８Ｂｃに係脱可能に係止されるようになっている。
【００２５】
　上記のように構成すれば、マスト取付金具１３（第１の部材１８）に対してアンテナ補
助アーム１５を挟んでアンテナ取付補助金具１が設けられ、アンテナ取付補助金具１は、
第１の部材１８に取付ボルト２１と蝶ねじ２２を用いてねじ止めされると共に、第１の部
材１８の端縁部１８Ｂｃにアンテナ取付補助金具１の係止部１Ｂ（連結される部分）にて
係止されることでそれらが連結されるようにしているので、アンテナ１１の支持剛性が高
められ、長期間にわたりアンテナ１１が大きく傾くのが抑制され、アンテナ１１の傾きに
よって受信機能が損なわれないようにすることができる。
【００２６】
　ところで、マスト取付金具は，マスト１２にアンテナ補助アーム１５を、受信地域にお
ける送信局から発射される電波の偏波面に対応するように、水平偏波受信とするかあるい
は水平偏波受信とするかを選択して取り付けるものであればよく、前述した実施の形態の
ものに制限されない。
【００２７】
　例えば、図４に示すように、前述した実施の形態と同様に、マスト取付金具の第１の部
材１１８が中央部１１８Ａ及び側部１１８Ｂ，１１８Ｂを有する場合であっても、第１の
部材１１８の側部１１８Ｂを断面半円形状とし、アンテナ補助アーム１５を固定する取付
ボルト２１が挿通される長孔１１８Ｂｂに沿って、水平偏波受信のための固定位置Ｐ１と
、垂直偏波受信のための固定位置Ｐ２とを画定するために１対の凸部１１８Ｂｃを設ける
構造とすることもできる。この場合、アンテナ取付補助金具１０１が、取付ボルト１５の
ための長孔１０１Ａａを有する本体部１０１Ａと、第１の部材１１８の端縁部１１８Ｂｂ
に係止される係止部１０１Ｂとを備える点は同じである。
【００２８】
　また、マスト取付金具の第１の部材は、中央部と側部とを有する構成とすることなく、
例えば図５に示すように、長手方向全体に亘って一様断面形状（断面Ｍ字形状）とするこ
とも可能である。この場合、第１の部材２１８は、開放面側にマスト１２に係合する係合
凹部２１８ａが形成され、それの両側部にアンテナ補助アーム１５を固定する取付ボルト
２１が挿通される長孔２１８ｂが、その内側にＵボルト１７が挿通される長孔２１８ｃが
それぞれ形成されている。この場合は、アンテナ取付補助金具２０１は、取付ボルト１５
のための長孔２０１Ａａを有する本体部２０１Ａと、第１の部材の２１８の端縁部２１８
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Ｂｂに係止される係止部２０１Ｂとを備える点は同じであるが、係止部２０１Ｂが端縁部
２１８Ｂｂの形状に対応して、前述した実施の形態に比べて長くなっている。
【００２９】
　さらに、第１の部材は、中央部と側部とを有するものであっても、例えば図６に示すよ
うに、第１の部材３１８が、水平偏波受信状態（図６（ｃ）参照）と、垂直偏波受信状態
（図６（ｄ）参照）とで、マスト１２に係合する凹部が異なるように構成することも可能
である。この場合、第１の部材３１８の中央部３１８Ａに、水平偏波受信の場合にマスト
１２に係合する第１の凹部３１８Ａａと垂直偏波受信の場合にマスト１２に係合する第２
の凹部３１８Ａｂとを形成し、水平偏波受信であるか垂直偏波受信であるかに応じて、マ
スト１２に凹部３１８Ａａあるいは凹部３１８Ａｂを係合させて、中央部３１８Ａと側部
３１８Ｂとの間に位置する開口３１８Ｃの中央部が挿通されるＵボルト１７や、蝶ねじ２
０を用いて固定することになり、この点は前述した実施の形態とは異なる。そして、取付
ボルト２１および蝶ねじ２２を用いてアンテナ補助アーム１５が第１の部材３１８に取り
付けられ、取付ボルト２１が挿通される取付孔３１８Ｂａは側部３１８Ｂに形成されてい
る。このアンテナ取付補助金具３０１が、取付孔３０１Ａａを有する本体部３０１Ａに加
えて、第１の部材３１８の端縁部３１８Ｂｂに係止される係止部３０１Ｂとを備える点は
前述した実施の形態と同様である。
【００３０】
　前記実施の形態においては、アンテナ取付補助金具１の本体部１Ａ，１０１Ａ，２０１
Ａ，３０１Ａは、断面Ｌ字形状であるが、本発明はそれに限定されるものではなく、断面
円弧形状などのアンテナ補助アーム１５の外周面に接触してアンテナ補助アーム１５を第
１の部材（マスト取付金具）との間に保持できる断面形状であればよい。
【００３１】
　前記実施の形態では、アンテナ取付補助金具１は１つの部材として構成しているが、取
付ボルト２１ごとに２つの部材に分割して構成することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】（ａ）は本発明に係るアンテナ補助アームの取付構造の一実施の形態を示す斜視
図、（ｂ）は要部断面図、（ｃ）は垂直偏波受信状態にあるときの図１（ｂ）と同様の図
である。
【図２】図１の要部拡大図である。
【図３】アンテナ取付補助金具を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は図３
（ｂ）のＡ方向矢視図、（ｄ）は図３（ｂ）のＢ方向矢視図である。
【図４】マスト取付金具（第１の部材）の他の実施の形態を示し、（ａ）は正面図，（ｂ
）は図４（ａ）のＣ－Ｃ線断面図、（ｃ）はアンテナ取付補助金具との関係を示す平面図
、（ｄ）は同側面図である。
【図５】マスト取付金具（第１の部材）の他の実施の形態を示し、（ａ）は平面図，（ｂ
）は正面図、（ｃ）はアンテナ取付補助金具との関係を示す平面図、（ｄ）は同側面図で
ある。
【図６】マスト取付金具（第１の部材）の他の実施の形態を示し、（ａ）は正面図、（ｂ
）は側面図、（ｃ）（ｄ）はそれぞれアンテナ取付補助金具との関係を示す平面図、（ｅ
）は斜視図である。
【図７】（ａ）は従来例についての図１と同様の図、（ｂ）は同要部断面図である。
【図８】図７の要部拡大図である。
【図９】第１の部材を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は底面図、（ｃ）は図１（ａ）のＤ
－Ｄ線断面図、（ｄ）は側面図、（ｅ）は図１（ａ）のＥ－Ｅ線断面図である。
【図１０】第２の部材を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は平面図，（ｃ）は底面図、（ｄ
）は図１０（ａ）のＦ－Ｆ線断面図である。
【図１１】Ｕボルトの説明図である。
【図１２】（ａ）は垂直偏波を受信する状態を示す説明図、（ｂ）は同要部断面図である
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【符号の説明】
【００３３】
　　１　　アンテナ取付補助金具
　　１Ａ　　本体部
　　１Ａａ　　長孔
　　１Ｂ　　係止部
　１１　　アンテナ
　１２　　マスト
　１３　　マスト取付金具
　１４　　アンテナアーム
　１５　　アンテナ補助アーム
　１７　　Ｕボルト
　１８　　第１の部材
　１８Ａ　　中央部
　１８Ａａ　　凹部
　１８Ｂ　　側部
　１８Ｂａ　　凹部
　１８Ｂｂ　　長孔
　１８Ｂｃ　　端縁部
　１９　　第２の部材
　２０　　蝶ねじ
　２１　　取付ボルト
　２２　　蝶ねじ
　１０１　　アンテナ取付補助金具
　１０１Ａ　　本体部
　１０１Ｂ　　係止部
　２０１　　アンテナ取付補助金具
　２１Ａ　　本体部
　２０１Ｂ　　係止部
　１１８　　第１の部材
　１１８Ａ　　中央部
　１１８Ｂ　　側部
　１１８Ｂｂ　　端縁部
　２１８　　第１の部材
　２１８ａ　　係合凹部
　２１８ｂ　　長孔
　２１８ｃ　　長孔
　３０１　　アンテナ取付補助金具
　３０１Ａ　　本体部
　３０１Ｂ　　係止部
　３１８　　第１の部材
　３１８Ａ　　中央部
　３１８Ａａ，３１８Ａｂ　　凹部
　３１８Ｂ　　側部
　３１８Ｂｂ　　端縁部
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